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ページ設定※

幅 84.1cm
高さ 118.9cm

※PowerPointのバージョンによっては数値に
若干誤差が生じている場合がありますが、
そのまま作成いただいて問題ございません。

https://www.cybig.net/

データ作成における注意点については、
ご入稿前のチェックポイントをご参照ください。
（↑右クリックで“リンクを開く”を選択）

パネル製作で「フレーム付き」の場合
上部メニューの表示＞ガイドでガイド線を
表示してください。
※ガイド線の外側（周囲各7mm）はフレームの取り付けで
隠れますので、文字などは線からはみ出さないよう
ご注意ください。

※ガイド線は印刷されません。

2025.7.23 楠本化成株式会社 CNT事業本部

PETフィルムでの測定
①PETフィルムのみ
②CNT単体塗膜 （塗膜厚：0.1µm）
③試作品 WPO-206※の塗膜 （塗膜厚：10µm、CNT濃度：33%）

※CNT ＋ 導電性高分子

KEC法にて0.1MHz～1000MHz帯のシールド効果を測定

単層CNTによる電磁波シールド効果
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PETフィルム CNT単体 試作品WPO-206
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Al箔(基材のみ) 0.1wt%CNT含有 エポキシ樹脂コート品

アルミ箔での測定
①アルミ箔のみ
②エポキシ樹脂＋試作品 CSK-035※の塗膜 （塗膜厚：136µm、CNT濃度：0.1%）

※CNT＋ビスフェノールF型エポキシ

周波数 [MHz]

塗膜種類 1 10 100 1000 ピーク値

① 0 dB 0 dB 0 dB 0 dB -

② 51 dB 56 dB 40 dB 22 dB 66 dB

③ 50 dB 57 dB 47 dB 29 dB 60 dB

周波数 [MHz]

塗膜種類 1 10 100 1000 ピーク値

① 50 dB 88 dB 70 dB 56 dB 88 dB

② 49 dB 87 dB 90 dB 66 dB 102 dB

CNT単体での電磁波シールド効果を確認

CNT＋導電性高分子の併用で

10MHz～1000MHzでの効果UP

アルミ箔への塗工で高周波帯の

シールド性能をさらに強化！

◆ 配合開発により各種塗料・コーティング・ゴム・熱可塑性樹脂への
電磁波シールド効果の付与可能

◆ 金属材料の代替・併用により軽量化・コストダウンの可能性あり

https://www.cybig.net/
https://www.cybig.net/data/checkppt.html
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